
　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
か
ら

大
戸
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
　
　
）
が
寄
贈
さ
れ
、
３
月
７

１０
kw

日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
社
が
売
上
の
一
部
を
活

用
し
て
、
自
然
や
環
境
な
ど
の
保

護
・
保
全
活
動
を
支
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
大
戸
小
学

校
が
取
り
組
ん
で
き
た
環
境
教
育

が
評
価
さ
れ
選
ば
れ
た
も
の
で

す
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
児
童
へ
の
環
境

教
育
の
推
進
、
教
員
や
来
校
者
に

対
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
啓

発
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

お知らせ
　３月１１日に発生した東北地方太
平洋沖地震を受け、掲載された行
事･講座等の内容が変更となる場
合がございます。あらかじめご了
承ください。

町田市の文化財をご存知ですか
　第３回　木曽中学校遺跡のクルミ形縄文土器

▲クルミ形土器
直径２２㎝、高さ８.５㎝
縄文時代中期（約５０００年前）

特
性
を
生
か
し
、
少
人
数
指
導
や

複
数
指
導
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
な

ど
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
学
習

指
導
を
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
全

教
員
の
輪
番
制
に
よ
る
全
校
道
徳

授
業
、
福
祉
体
験
、
花
づ
く
り
・

野
菜
づ
く
り
活
動
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
参
加
に
よ
る
行
事
な

ど
を
通
し
て
、
協
力
性
や
社
会
性

を
育
む
心
の
教
育
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。

　
学
校
は
今
年
度
で
閉
校
と
な
り

ま
す
が
、
本
町
田
中
学
校
の
思
い

出
は
、
在
校
生
や
教
職
員
、
卒
業

生
の
心
の
中
で
い
つ
ま
で
も
生
き

続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

１１代校長
板垣　仁

　小規模化が著しい本町田中学
校は、「学校適正規模適正配置事
業実施計画（１９９９年３月策定）」
に基づき、本年３月３１日をもっ
て長い歴史に幕を閉じることに
なりました。
　閉校にあたり、最後の学校長
にこれまでの学校を振り返って
いただきました。

　この土器は、１９８１年の木曽中学校建設に伴う発掘調査で出土しました。埋まっていたの
は、現校舎の真下約１.５ｍで発見された縄文時代中期（約５０００年前）の竪穴住居の中でし
た。クルミを半割りにした形を土器に採用した全国でも珍しいものです。正面の目鼻を思
わせる造作も含め、当時の主食であった木の実に対する縄文人の切実な思いが感じられま
す。自然の恵みに対する感謝と豊穣祈願を目的に作成、使用されたのでしょう。下記施設
で実物を展示していますので、是非ご覧下さい。
町田市考古資料室
所　在：下小山田町４０１６
開室日：第２・４土・日曜、祝日
　　　　（７・８月は毎土・日曜、祝日）の１０～１６時
案　内：町田バスセンターからバスで
　　　　市立室内プール下車、徒歩１０分
電　話：７９７・９６６１

　
本
町
田
中
学
校
は
本
年
３
月
を

も
っ
て
閉
校
い
た
し
ま
す
。　
年
３６

間
、
本
町
田
地
域
の
中
学
校
教
育

の
拠
点
と
し
て
伝
統
を
築
い
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
田
中
学
校
は
１
９
７
５
年

４
月
、
町
田
第
三
中
学
校
に
併
設

さ
れ
た
仮
校
舎
に
て
開
校
し
ま
し

た
。
初
代
校
長
に
三
島
愛
啓
先
生

を
お
迎
え
し
、
全
校
生
徒
数
は
４

５
０
名
、
教
職
員
数
　
名
で
の
ス

２０

タ
ー
ト
で
し
た
。
同
年
　
月
に

１０

は
、
現
在
地
に
お
い
て
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
１
９
７
６
年

１
月
、
教
育
目
標
・
校
章
・
校
旗

が
制
定
さ
れ
、
校
歌
の
発
表
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
校

の
規
模
は
年
ご
と
に
大
き
く
な

り
、
１
９
８
４
年
度
に
は
全
校
学

級
数
　
学
級
、
生
徒
数
は
１
３
１

３１

７
名
と
都
内
で
も
有
数
の
大
規
模

校
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
現

在
の
特
別
支
援
学
級
が
開
設
さ

れ
、
さ
ら
に
規
模
は
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
１
９
９
１
年
度
頃
よ

り
、
地
域
の
少
子
化
傾
向
等
か
ら

徐
々
に
生
徒
数
は
減
少
し
、
１
９

９
５
年
度
に
は
全
校
生
徒
数
が
４

８
１
名
と
５
０
０
名
を
割
り
こ
み

ま
し
た
。
そ
の
後
も
生
徒
数
は
減

少
し
続
け
、
２
０
０
８
年
度
に
は

１
５
７
名
、
２
０
０
９
年
度
に
は

　
名
と
市
内
最
小
規
模
の
中
学
校

９２と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
、
教
育
委
員

会
及
び
関
係
者
の
方
々
に
よ
り
本

校
の
存
続
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
た
結
果
、
今
後
の
生
徒
数
増
加

は
望
め
な
い
と
の
結
論
に
達
し
、

こ
の
た
び
正
式
に
閉
校
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
以
上
が
開
校
か

ら
閉
校
に
至
る
経
緯
で
す
。

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
、
２
０

０
９
年
度
に
は
町
田
市
研
究
推
進

校
と
し
て
「
認
め
励
ま
し
、
一
人

一
人
の
良
さ
を
生
か
す
教
育
の
推

進
～
特
別
支
援
教
育
の
考
え
に
基

づ
く
指
導
方
法
の
工
夫
と
改
善
」

と
い
う
主
題
で
研
究
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
２
年
生
１
名
、
３
年

生
　
名
、
特
別
支
援
学
級
９
名
と

２８
全
校
生
徒
は
　
名
の
小
さ
な
学
校

３８

と
な
り
ま
し
た
が
、
小
規
模
校
の

連 載

思
い
出
は
未
来
へ
と
続
く

　
年
間
あ
り
が
と
う
　さ
よ
う
な
ら

３６　
　
本
町
田
中
学
校

　
　
閉
校
に
あ
た
っ
て

　
教
育
委
員
会
で
は
、
大
戸
小
学

校
及
び
武
蔵
岡
中
学
校
を
合
同
校

舎
型
小
中
一
貫
校
と
す
る
た
め
、

２
０
１
２
年
４
月
開
校
を
目
指
し

て
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
校
舎
内

等
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

普
通
教
室
、
特
別
教
室
の
間
仕
切

り
等
の
改
修
、
空
調
機
設
置
、
ト

イ
レ
の
改
修
、
屋
上
の
防
水
、
外

壁
塗
装
な
ど
大
戸
小
学
校
を
中
心

に
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
地
域

の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
学
校
運
営
に
支
障
が
な

い
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
き
、
教

育
活
動
面
に
お
い
て
も
両
校
教
職

員
が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
中
一
貫
校
と
し
て
の

学
校
名
に
つ
い
て
は
、
秋
頃
に
決

定
し
ご
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
開
校
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
教
育
総
務
課

緯
７
２
４
・
２
１
７
２

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

町田市立大町田市立大戸戸・・武蔵岡武蔵岡
合同校舎型小中一貫合同校舎型小中一貫校校

　
　

町田市立大町田市立大戸戸・・武蔵岡武蔵岡
合同校舎型小中一貫合同校舎型小中一貫校校
～いよいよ２０１１年度から～いよいよ２０１１年度から　　　

改修工事が始まります　　　改修工事が始まります～～

　
お
見
舞
い

　
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
北
地

１１

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

　
お
願
い

　
東
京
電
力
の
設
備
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
電
気
の
供
給
力
が
不
足
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
徹
底
し

た
節
電
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、「
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
マ
ン
パ
ワ

ー
づ
く
り
」
を
事
業
目
的
と
し
て

い
ま
す
。「
あ
な
た
を
励
ま
し
、地

域
を
育
て
る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
に
掲
げ
、
市
民
参
画
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
講
座
は
、
市
民
が
主
体
的

に
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

長
期
講
座
を
特
色
と
し
て
、
受
講

し
た
市
民
の
意
見
や
市
民
自
ら
の

課
題
が
講
座
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

配
慮
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
習
内
容
と
し
て
は
、
第
１

に
、
町
田
の
自
然
に
触
れ
る
「
多

摩
丘
陵
の
自
然
入
門
」
講
座
や
、

縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
町
田

の
歴
史
を
学
ぶ
「
町
田
の
郷
土

史
」
講
座
の
よ
う
に
、
町
田
と
い

う
地
域
の
特
性
に
根
ざ
し
た
様
々

な
調
査
研
究
の
成
果
を
学
び
、
郷

土
へ
の
認
識
を
深
め
る
「
ま
ち
だ

学
」
の
領
域
が
あ
り
ま
す
。

　
第
２
の
学
習
内
容
と
し
て
は
、

地
域
社
会
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
育
成
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

よ
う
と
す
る
市
民
へ
の
支
援
を
目

的
と
し
た
「
市
民
学
」
の
領
域
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢

化
、
国
際
化
、
環
境
問
題
、
介
護
、

福
祉
、
医
療
な
ど
町
田
の
地
域
課

題
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
市
民

が
そ
う
し
た
課
題
に
主
体
的
に
向

き
合
う
こ
と
を
目
指
し
た
「
人
間

科
学
」「
人
間
関
係
学
」「
ま
ち
だ

市
民
国
際
学
」「
ま
ち
だ
市
民
環

境
学
」「
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸

入
門
」
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
市
内
の
環
境
保
全
団
体

の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
町
田
の

環
境
・
参
加
体
験
講
座
「
ま
ち
だ

　
エ
コ
・
ツ
ア
ー
」
や
、
市
内
福

de祉
施
設
で
の
実
習
と
講
義
で
学
ぶ

「
ま
ち
だ
の
福
祉
講
座
」
は
、
多

く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
生
み

出
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
度
も
市
民
大
学
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
、
下
記
の
講
座
を
４

月
か
ら
開
講
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
内
各
施
設
等
で
４
月
６
日

ま
で
配
布
中
の
「
募
集
案
内
」、

も
し
く
は
町
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

緯
７
２
９
・
１
１
９
５

　
２
０
１
０
年
度
の
市
民
大
学
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
『
ま
ち
だ
　
エ
コ
・

de

ツ
ア
ー
～
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
エ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
～
』
と
題
し
た

全
　
回
の
体
験
講
座
を
前
期
（
５

１１
～
７
月
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
訪
ね
、
一

緒
に
保
水
の
森
の
竹
を
切
っ
た

り
、
緑
地
の
草
を
刈
っ
た
り
、
川

に
入
り
植
生
を
調
査
し
た
り
掃
除

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
学
習
と
併
せ

て
、
市
内
の
ご
み
処
理
施
設
や
下

水
処
理
施
設
の
見
学
を
行
い
、
さ

ら
に
、
エ
コ
に
取
り
組
む
市
民
協

働
の
現
場
と
し
て
、
町
田
駅
周
辺

の
「
ポ
イ
捨
て
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
」
へ
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
後
期
（
９
～
　
月
）
に

１２

は
『
ま
ち
だ
市
民
環
境
塾
～
今
地

球
に
起
き
て
い
る
事
を
し
っ
か
り

　
以
上
の
よ
う
に
市
民
大
学
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｓ
で
は
前
期
・
後
期
を
通
し

て
、
町
田
と
い
う
地
域
性
に
根
ざ

し
た
環
境
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
講
座
は
、
受
講
生

に
と
っ
て
は
「
エ
コ
友
達
」
を
つ

く
る
場
で
も
あ
り
、
今
も
多
く
の

受
講
生
が
楽
し
く
環
境
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
２
０

１
１
年
度
も
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

で
は
環
境
講
座
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
学
び
ま
す
～
』
と
題
し
た
全
　１１

回
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
座

の
軸
に
「
生
物
多
様
性
」
を
据
え
、

複
雑
で
多
様
な
生
態
系
を
ど
う
保

全
し
て
い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
私
た
ち
町
田
市
民
に
と
っ
て

生
物
多
様
性
と
は
何
か
を
学
び
ま

し
た
。

　
　
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

１０
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
生
物
多
様
性
国
際
会

１０

議
」
に
参
加
し
た
環
境
省
の
取
り

組
み
を
学
ぶ
講
義
、
町
田
市
民
の

生
活
の
場
で
あ
る
鶴
見
川
流
域
の

生
態
系
保
全
を
考
え
る
講
義
、
絶

滅
危
惧
種
の
繁
殖
基
地
と
い
う
新

た
な
目
的
を
推
進
す
る
動
物
園
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
ぶ
講
義
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
視
点
を
軸
に
、
自
宅

で
で
き
る
エ
コ
ラ
イ
フ
、
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
問
題
、
食
の
安
全

性
、
景
観
保
全
活
動
、
環
境
教
育

な
ど
に
関
す
る
講
義
も
行
い
、
市

民
が
自
分
の
く
ら
し
の
中
で
地
球

環
境
問
題
を
受
け
止
め
て
い
く
き

っ
か
け
を
提
供
し
ま
し
た
。

▲鶴見川のわんどで
魚とり

▲ポイ捨て防止
パトロール

▲まちづくり推進課
とグループワーク

▲小山田１号遺跡の見学風景▲抹茶茶碗作製風景（寄せ上げづくり）▲車椅子の介護実習風景

おすすめ　ポイント定員・参加費期間・回数曜日・時間テーマ２０１１年度　通年・前期
実施講座一覧

町田市内のフィールドで自然観察を行い、親しみ楽しみながら、
多摩丘陵の自然を知り、自然保護の実情について学びます。

５０名
３,０００円４/２４～１２/４　全１３回日曜日１０:００～１５:００

（例外あり）―多摩丘陵の自然入門

町田市内福祉施設で体験実習を行います！！「清風園コース」「福
音の家コース」「大賀藕絲(ぐうし）館コース」「花の家コース」の
４コースがあります。福祉施設での実習のほか、講義では認知症
の支援等を学びます。

各コース
7～10名
１,０００円

通年　４/２３～１２/３　全１４回
短期　４/２３～　７月　全７回

実習　平日の昼間
講義　土曜の昼間

あなたに合った
スタイルで福祉を学ぶまちだの福祉

●農地・竹林・緑地・恩田川・湧水など、盛りだくさんの活動現
場で、滴る心地よい汗を体感！

●春夏の太陽の下、軽やかな足取りで参加して下さい！

２４名
１,０００円５/７～７/２４　全１１回土・日曜日昼間ここからはじめる

エコ・アクションまちだ de エコ・ツアー

世界では今、イランにみられるように核をめぐって様々な駆け引
きが行われています。また原子力発電にも脚光があてられていま
す。知っているようで知らない「核」をめぐる様々な問題を通し
て、唯一の被爆国である日本の私たちに何ができるのかを考え学
びます。

６０名
３,０００円４/２１～６/３０　全１０回木曜日１８:３０～２０:３０

（例外あり）今、改めて核を学ぶまちだ市民国際学

町田市はどんなまちか、町田の歴史を学ぶための入門的な講座で
す。縄文から幕末まで必要な事柄を、時代を追って学習していき
ます。（初めて受講される方が優先となります）

６０名
３,０００円４/１９～７/１２　全１２回火曜日１８:００～２０:００

（例外あり）縄文から幕末まで町田の郷土史Ⅰ

初心者を対象に、粘土を練ることからはじめ、ひも作りやタタラ
作りなどの基本的な技法を学び、陶芸の工程を一貫して学ぶ入門
講座です。（初めて受講される方が対象となります）

２４名
１５,０００円４/２０～７/２７　全９回水曜日１３:３０～１５:３０―陶芸入門講座

●初心者を対象にした電動ロクロでの作品づくり！
●やきものがリサイクルできるって知っていますか？講座でその
答えがわかります。

●町田産の粘土を使って作品を作ります！！

１５名
９,０００円５/１４～７/１６　全５回土曜日１３:３０～１６:００地球にやさしい

やきもののリサイクル
陶芸　電動ロクロ
体験講座

「日本人の死のあり方とは？」「人はなぜ老い、病気になるのか
？」「医療崩壊にどう向き合うべきか？」「再生医療など技術が
進歩する中、人間社会はどうあるべきか？」「まちだを『終の棲
家』にしたい」など生老病死をめぐる諸問題を学びます。

６０名
３,０００円４/１８～７/４　全１２回月曜日１８:３０～２０:３０現代の「生老病死」

と向き合う人間科学

※前期「心と体の元気学」はお休みになります。
叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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教
育
委
員
会
で
は
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ま
に
本
市
の
学
校
教
育
へ

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
昨
年
４
月
に
実
施

さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
の
結
果
を
２
０
１
０
年
　１２

月
か
ら
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
９
月
か
ら
平
成
　
年

２２

２３

２
月
ま
で
の
間
に
、
定
例
会
６

回
、
臨
時
会
２
回
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　
件
の
議
案
を
審
議
し
、

３３

２
件
を
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

４
件
の
請
願
、　
件
の
報
告
を
受

３９

け
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
主
な
も

の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
議
　
案
】

○
２
０
１
１
年
度
町
田
市
教
育
委

員
会
教
育
目
標
、
基
本
方
針
及
び

施
策
方
針
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
（
仮
称
）
町
田
市
立
大
戸
・
武

蔵
岡
合
同
校
舎
型
小
中
一
貫
校
基

本
計
画
に
つ
い
て

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
請
　
願
】

○
「
中
央
公
民
館
の
現
状
存
続
」

を
求
め
る
請
願
・
・
・
不
採
択

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
立
図
書
館
シ
ン
ボ
ル
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
に
つ
い
て

○
町
田
市
立
図
書
館
・
図
書
館
評

価
に
つ
い
て

○
町
田
市
立
小
・
中
学
校
空
調
設

備
運
用
基
準
検
討
委
員
会
設
置
要

綱
の
制
定
に
つ
い
て

【
調
査
結
果
か
ら
】

　
町
田
市
の
平
均
正
答
率
は
、
小
・
中
学
校
共
に
、
東
京
都
・
全
国
と

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
共
に

国
語
・
算
数
（
数
学
）
で
知
識
・
技
能
を
「
活
用
す
る
力
」
に
課
題
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
改
善
策
と
し
て
、

〔
小
学
校
〕
国
語
で
は
複
数
の
情
報
を
比
べ
て
読
む
指
導
や
、
目
的
に
応

じ
て
本
や
文
章
を
選
ん
で
読
む
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
算
数
で

は
分
数
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

〔
中
学
校
〕
国
語
で
は
文
脈
の
中
で
語
句
の
意
味
を
と
ら
え
る
指
導
や
表

現
に
着
目
し
て
読
む
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
数
学
で
は
事
柄
の

特
徴
を
的
確
に
と
ら
え
数
学
的
に
説
明
す
る
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
。

な
ど
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

「全国学力・学習状況調査」の結果表
【小学校】平均正答率　※（　）内の数値：平均正答数／問題数

算　数国　語
Ｂ：主として
活用

Ａ：主として
知識

Ｂ：主として
活用

Ａ：主として
知識

５２.７％
（６.３／１２）

７３.１％
（１３.９／１９）

７６.４％
（７.６／１０）

８４.０％
（１２.６／１５）町田市

５２.７％
（６.３／１２）

７６.５％
（１４.５／１９）

７９.５％
（７.９／１０）

８４.５％
（１２.７／１５）東京都

４９.３％
（５.９／１２）

７４.２％
（１４.１／１９）

７７.８％
（７.８／１０）

８３.３％
（１２.５／１５）全　国

【中学校】平均正答率　※（　）内の数値：平均正答数／問題数
数　学国　語
Ｂ：主として
活用

Ａ：主として
知識

Ｂ：主として
活用

Ａ：主として
知識

４３.７％
（６.１／１４）

６８.０％
（２４.５／３６）

６４.５％
（６.４／１０）

７６.８％
（２６.９／３５）町田市

４４.１％
（６.２／１４）

６５.５％
（２３.６／３６）

６６.７％
（６.７／１０）

７６.３％
（２６.７／３５）東京都

４３.３％
（６.１／１４）

６４.６％
（２３.３／３６）

６５.３％
（６.５／１０）

７５.１％
（２６.３／３５）全　国

町田市ホームページ→子
育て・教育→学校教育→
全国学力・学習状況調査
の結果の公表について

　
学
校
に
お
け
る
様
々
な
教
育
課

題
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
教

育
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
当
た
る
た
め
に
小
・
中
学
校

の
９
年
間
を
見
通
し
た
『
小
中
一

貫
教
育
推
進
事
業
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
『
小
中
一
貫
教
育
モ

デ
ル
校
』
の
指
定
を
受
け
た
小
学

校
６
校
と
中
学
校
５
校
が
、
以
下

の
よ
う
な
創
意
・
工
夫
あ
る
取
り

組
み
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
モ
デ
ル
校
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
学
力
向
上
に
重

点
を
置
き
、「
学
び
の
継
続
性
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
小
中
の
交
流

や
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
中
学
生
が
小
学

生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
七

国
山
小
寺
子
屋
（
ナ
ナ
テ
ラ
）」

や
小
中
の
教
員
が
お
互
い
の
授
業

を
見
学
し
た
り
、
授
業
研
究
会
を

開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
校
２
年
目
。
規
範
意
識

の
醸
成
を
軸
に
し
た
「
小
中
一
貫

町
田
っ
子
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
で

は
、「
万
引
き
は
犯
罪
！
」を
テ
ー

マ
に
小
中
一
斉
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

を
受
け
る
ほ
ど
の
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
会
活
動

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
連
合
ユ

ニ
セ
フ
募
金
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
校
２
年
目
。「
言
語
力

を
育
て
る
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
語
科
の
「
書

く
こ
と
」
に
関
し
て
９
年
間
の
系

統
性
を
意
識
し
た
言
語
活
動
の
工

夫
・
充
実
を
図
る
合
同
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
合
同
研
究
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、「
小
中
一
貫
研
究

　
モ
デ
ル
校
４
年
目
。
「
地
域
で

子
ど
も
を
育
て
る
」
を
理
念
に
、

教
員
、
児
童
･
生
徒
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
及
び
地
域
と
の
連
携
の
４
つ

の
柱
を
立
て
実
践
を
重
ね
ま
し

た
。
今
年
度
は
４
年
間
の
集
大
成

と
し
て
、
「
よ
り
よ
い
連
携
教
育

の
あ
り
方
」
を
考
え
ま
し
た
。
９

年
間
を
見
通
し
た
継
続
的
な
実
践

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
協

働
組
織
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
校
３
年
目
。
確
か
な
学

力
向
上
に
向
け
、
２
年
間
継
続
し

て
き
た
「
話
す
こ
と
･
聞
く
こ

と
」
を
中
心
に
し
た
合
同
研
究
の

成
果
を
踏
ま
え
、
町
田
第
五
小
学

校
を
含
め
た
「
３
校
合
同
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
サ
マ
ー
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
」
で
の
連
携
は
、
地
域
や
保
護

者
と
の
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

授
業
」
や
「
３
校
合
同
研
修
会
」、

保
護
者
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

「
サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど

の
開
催
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

▲報告会の様子

２０１０年度学校支援ボランティア感謝状対象者【団体・個人】　（敬称略）
支　援　内　容名前（個人）学　校　名支　援　内　容団　体　名学　校　名

コ ミ ュ ニ テ ィ 委 員 会
吉田　 純子

本 町 田 小 学 校
１４学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ アオ ヤ ジ の 会南大谷小学校１

横尾　 輝代１５
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア

図書ボランティア
おはなしころりん南第四小学校２

環 境 学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア中村　 一幸つくし野小学校１６

授 業 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
小熊　 和政成 瀬 台 小 学 校１７おはなしタンポポ高ヶ坂小学校３
川添　 一光鶴 間 小 学 校１８学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ アた か ら じ ま南成瀬小学校４

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア鈴木　 清一成瀬中央小学校１９図 書 ボ ラ ン テ ィ アお 話 探 検 隊鶴川第一小学校５
学校セーフティーボランティア鬼塚　 彰男南つくし野小学校２０環境整備・美化ボランティア鶴川第二小学校PTA鶴川第二小学校６

学校支援ボランティアコーディネーター
飯田　 敬一鶴川第三小学校２１

学校セーフティーボランティア鶴 川 ６ 丁 目
団 地 自 治 会鶴川第三小学校７

小薮　 治美鶴川第四小学校２２

学校セーフティーボランティア
新谷　 尚行

大 蔵 小 学 校
２３

環 境 学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
NPO法人鶴見川

小山田小学校８
寺岡　 博司２４源流域ネットワーク

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア
川原　 美紀

三 輪 小 学 校
２５

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア木 曽 境 川 小 学 校
図書ボランティア木曽境川小学校９

土生　小百合２６

学校セーフティーボランティア
高橋　 正夫

忠生第一小学校
２７クラブ活動指導ボランティア勢 乎 （ せ い や ）七国山小学校１０

後藤　 勝治２８
学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア

青 少 年 健 全 育 成
忠生第一地区委員会図 師 小 学 校１１

石井　 勝雄２９
学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア土居　 珠子

山 崎 小 学 校
３０小 山 長 寿 会小 山 小 学 校１２

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア鈴田　久美子３１支　援　内　容名前（個人）学　校　名

学校支援ボランティアコーディネーター

小久保　玲子

小山ヶ丘小学校

３２
授 業 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア

野 澤　 滋 享
町田第一小学校

１
桑原　 恵子３３佐 藤　 次 郎２
三井　 夏紀３４学校支援ボランティアコーディネーター関 口　 尚 子町田第二小学校３
萩原　 珠紀３５

学校セーフティーボランティア

西 巻　 昭 雄

町田第三小学校

４

学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
三宅　 康運

大 戸 小 学 校
３６高 柴　 拓 司５

丹埜　 敬子３７石 田　 則 道６
学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア加納　 京子町田第三中学校３８黒 澤　 和 子７
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア古田　 玲子成 瀬 台 中 学 校３９

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
幸 山　 洋 子

町田第四小学校
８

部 活 動 指 導 ボ ラ ン テ ィ ア
花岡　久仁子鶴 川 中 学 校４０島 津　 典 子９
根岸　 光男鶴川第二中学校４１

学校セーフティーボランティア
浅 野　 泰 男町田第五小学校１０

学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア倉方　 信義金 井 中 学 校４２堀 川　 美 夫町田第六小学校１１
学校支援ボランティアコーディネーター八並　 清子忠 生 中 学 校４３

学校支援ボランティアコーディネーター
桝 田　 美 砂 子

本町田東小学校
１２

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア土 屋　 徹木 曽 中 学 校４４片 山　 信 子１３

七
国
山
小
学
校

山
崎
中
学
校

南
第
四
小
学
校

南
中
学
校

成
瀬
台
小
学
校

成
瀬
中
央
小
学
校

成
瀬
台
中
学
校

南
大
谷
小
学
校

南
大
谷
中
学
校

木
曽
境
川
小
学
校

木
曽
中
学
校

　
２
０
１
１
年
の
夏
休
み
期
間
中

に
、
中
学
校
（
　
校
）
普
通
教
室

１５

（
特
別
支
援
学
級
を
含
む
）
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
、
２
学
期
か
ら

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
な

お
、
小
学
校
は
２
０
１
２
年
～
２

０
１
３
年
度
に
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
施
設
課

緯
７
２
４
・
２
１
７
４

～公表結果への
　　　アクセス～

　
２
月
　
日
に
町
田
市
民
フ
ォ
ー

２１

ラ
ム
に
お
い
て
、
日
頃
よ
り
児
童

・
生
徒
の
育
成
の
た
め
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
保
護
者
、
地
域

の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
た

め
、
町
田
市
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催
し
ま

し
た
。
学
校
の
先
生
や
保
護
者
、

地
域
の
方
々
、
約
１
７
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
感
謝
状
贈
呈
の

他
に
日
本
大
学
教
授
の
佐
藤
晴
雄

先
生
の
講
演
会
や
、
町
田
市
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
本
町
田
小
学
校
、
大

戸
小
学
校
、
南
大
谷
中
学
校
の
実

践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫を開催しました

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
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第２回　　　　　
中学生「東京駅伝」
チーム町田　　　　　　　

『つなげ心の 襷 ！』　　
たすき

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
以
下
「
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
を

設
置
し
ま
す
。

１
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
確
立

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

確
立
す
る
た
め
、
中
央
公
民
館

（
以
下
「
公
民
館
」
と
い
う
。）
及

び
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
以
下

「
市
民
大
学
」
と
い
う
。）
が
担
っ

て
い
る
機
能
を
継
承
し
つ
つ
、
次

の
４
つ
の
機
能
を
整
備
し
ま
す
。

①
全
体
計
画
立
案
機
能

②
関
係
機
関
と
の
総
合
調
整
機
能

③
情
報
集
約
・
発
信
機
能

④
学
習
相
談
機
能

２
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
組
織

の
整
備

（
１
）
公
民
館
及
び
市
民
大
学
並

び
に
生
涯
学
習
課
の
事
務
の
一
部

を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
総
合
化

し
効
率
的
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

機
能
を
担
え
る
組
織
に
し
ま
す
。

（
２
）
相
模
原
・
町
田
大
学
地
域

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
係
る
事
業
を

組
織
に
加
え
、
学
習
活
動
が
広
域

的
に
展
開
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま

す
。

３
　
附
属
機
関
の
設
置

（
１
）
社
会
教
育
委
員
の
会
議
、

公
民
館
運
営
審
議
会
、
ま
ち
だ
市

民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
運
営
協
議
会
を

統
合
し
新
た
に
「
生
涯
学
習
審
議

会
」
を
設
置
し
ま
す
。

（
２
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
各
種
の
事
業
の
企
画
実
施
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
懇
談
会
等
と

し
て
、
新
た
に
「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
ま

す
。

４
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置

場
所
　
現
在
の
公
民
館
に
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

５
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
本
日
３
月
　
日
、
調
布
市
の
味

２１

の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
・
武
蔵
の
森
公

園
特
設
周
回
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

第
２
回
中
学
生
東
京
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
駅
伝
は
、

都
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

中
学
生
の
健
康
増
進
や
持
久
力
を

は
じ
め
と
す
る
体
力
向
上
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
区

市
町
村
対
抗
で
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
　
昨
年
の
第
１
回
大
会
で
は
、
町

田
市
代
表
の
「
チ
ー
ム
町
田
」
が

男
女
と
も
に
優
勝
し
、
総
合
優
勝

の
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
町
田
の
選
手
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
、
自
分
の
目
標
タ
イ
ム

を
設
定
し
、
中
学
校
陸
上
部
の
先

生
の
指
導
の
も
と
、
一
生
懸
命
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
２
月
　
日
に

１２

は
、
試
走
会
に
参
加
し
本
番
に
向

け
て
の
意
欲
を
高
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
も
三
井
住
友
海

上
玉
川
研
修
所
グ
ラ
ン
ド
を
お
借

り
す
る
な
ど
、
皆
さ
ま
に
多
大
な

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　「
チ
ー
ム
町
田
、
つ
な
げ
心
の

襷
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
選
手

◇

○
協
議
事
項
「
町
田
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
て
」

　
２
０
０
８
年
度
に
策
定
さ
れ
た

「
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
」
に
示
さ

れ
て
い
る
、「
生
涯
学
習
情
報
の

提
供
」、「
学
習
機
会
の
提
供
」
等

の
生
涯
学
習
の
推
進
施
策
を
具
現

化
す
る
た
め
に
（
仮
）
町
田
市
生

時
期
　
２
０
１
２
年
４
月
を
目
途
と
し

ま
す
。

◇

○
付
帯
意
見

　
承
認
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の

意
見
が
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
の
生
涯

学
習
専
門
職
を
配
置
す
る
こ
と

・
家
庭
教
育
の
機
能
の
維
持
と
充

実
を
図
る
こ
と

・
現
在
の
公
民
館
の
機
能
そ
の
も

の
を
継
続
的
に
維
持
す
る
こ
と

◇

○
社
会
教
育
委
員
の
会
議
か
ら
の

答
申
、
セ
ン
タ
ー
機
能
検
討
委
員

会
の
最
終
報
告
の
配
布
に
つ
い
て

　
社
会
教
育
委
員
の
会
議
か
ら
の

答
申
『
町
田
市
に
お
け
る
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
学
習
機
会

の
提
供
の
あ
り
方
―
答
申
―
』
及

び
町
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
機
能
検
討
委
員
会
で
の

検
討
内
容
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
機
能
に
か
か
る
具
体

的
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
―
最

終
報
告
―
』
は
、
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
森
野
分
庁
舎
１
階
）、

市
民
大
学
推
進
係
（
森
野
分
庁
舎

４
階
）、
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
で

希
望
さ
れ
る
方
に
無
料
で
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
生
涯
学
習
課

緯
７
２
４
・
２
１
８
１

一
人
一
人
が
全
力
を
尽
く
し
、
調

布
の
森
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
昨
年

に
続
き
、
再
び
町
田
旋
風
を
巻
き

起
こ
す
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

～
選
手
代
表
の
言
葉
～

箱
田
耀
一
さ
ん

（
つ
く
し
野
中
学
校
）

芝
原
愛
梨
さ
ん
（
堺
中
学
校
）

　
私
達
は
選
考
記
録
会
や
合
同

練
習
で
他
校
の
生
徒
と
共
に
走

る
こ
と
を
通
し
て
、
町
田
の
代

表
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
昨
年
、
先
輩
方
が
残
し
た

実
績
は
「
男
子
優
勝
、
女
子
優

勝
、
総
合
優
勝
」
と
大
変
偉
大

な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
私
達

は
そ
れ
に
臆
す
る
こ
と
な
く

「
つ
な
げ
心
の
襷
！
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
て
一
丸
と
な
っ

て
走
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援

を
力
に
し
、
代
表
選
手
と
し
て

の
誇
り
と
責
任
を
胸
に
抱
き
、

走
り
抜
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

表彰受賞者（敬称略）
活動内容名　　前学　校　名活動内容名　　前学　校　名

水泳福 岡 瑞 希町田第二中学校

軟式野球

原 田 隆 聖町田第二小学校

テニス
男子硬式テニス部

町田第三中学校
荒 井 大 樹

町田第三小学校
本 玉　 圭金 井 浩 晴
井 上　 晴栗 山 雄 河

ラグビー荻 原　 嵐南大谷中学校齋 藤 英 樹
体操内 山 由 綺

南 中 学 校
久 嶋 晃 史町田第五小学校

ハンドボール女子ハンドボール部大 川 泰 弘町田第六小学校
スポーツチャンバラ多 田　 栞つくし野中学校今 井　 暉

南大谷小学校 陸上谷 萩 史 歩南成瀬中学校今 泉 彪 吾
絵画坂　本　美由布鶴 川 中 学 校山 口　 塁
合唱合 唱 団鶴川第二中学校書道田 川 萌 絵藤の台小学校
発明中 島 督 晴

金 井 中 学 校

軟式野球奥 村 逸 平成瀬中央小学校

ソフトテニス
高 倉 悠 輔発明石 井 翔 尊南つくし野小学校
加 藤 翔 太サッカー窪 田 大 介鶴川第二小学校

水泳塚 本 悠 太軟式野球奥 山 直 人
金 井 小 学 校

陸上
関 根 花 観発明高 田 千 尋
吉 村 佳 祐

バドミントン
田 代　 瑚

大 蔵 小 学 校

伝統芸能の継承

小　枝　康次郎

忠 生 中 学 校

志 村 優 華
吉 田 光 希グラススキー萩生田　純　宇
今 井 浩 貴

発明

持 田 温 紀
畠　　　周　平中 島 稔 晶
石 井 優 人樫 原 慧 一
山 口 達 也守 屋 美 希

忠生第一小学校

北 村　 光軟式野球石 田 成 世
高 橋 雄 輝

伝統芸能の継承

粟　野　友佳登
佐々木　一　成吉 沼 直 輝
星　崎　　　亮鈴 木 優 也

剣道佐 藤 大 洋黒　尾　さゆみ

伝統芸能の継承
瀬戸川　奈　緒

小山田中学校
矢 澤 彩 音

森　　　未　夢発明中 尾 研 史小山田南小学校
佐 藤 爽 耶

伝統芸能の継承
相 川 淳 平

図 師 小 学 校
沼 澤 玲 茄

　
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育

委
員
の
会
議
か
ら
の
答
申
を
受

け
、（
仮
）
町
田
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
第
６
回
、

第
７
回
町
田
市
教
育
委
員
会
定
例

会
に
お
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
社
団
法
人
町
田
法
人

会
か
ら
、
市
立
中
学
校
全
　
校
に

２０

図
書
５
３
１
冊
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
小
学
校
全

校
に
も
同
様
な
寄
贈
を
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
図
書
は
、

各
校
の
学
校
図
書
館
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
ご
好
意
に
対
し
て
、

市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

▲寄贈された図書の一部

様々な活動の場において一生懸命努力している児童･生徒を
応援するため、有益な活動や他の模範となるような行いをし
た場合、また、文化・スポーツにおいて優秀な成績を上げた
場合に、その活躍や努力に対し表彰を行っています。今年度
は、３月４日に森野分庁舎において行われました。

中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校全全全全全全全全全全全全全全全全全校校校校校校校校校校校校校校校校校ににににににににににににににににに
図図図図図図図図図図図図図図図図図 書書書書書書書書書書書書書書書書書 ののののののののののののののののの 寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄 贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
ありがとう　　　
ございました　　

　
お
知
ら
せ

　
予
定
し
て
い
る
行
事
・
講
座
等

の
開
催
に
つ
い
て
変
更
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
の
点

は
、
各
課
又
は
教
育
総
務
課
（
緯

７
２
４
・
２
１
７
２
）
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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